
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

再編統合による設備備品整備のニーズが高いため、必要性、特色等十分考慮したうえで整備を推進していく。

目標に対

する成果

の状況

高校再編施設整備に伴う初度調弁整備事業について、概ね事業計画どおり実施した。

 概算事業費（B（A）+C） 154,589 155,229 550,159 102,265

90,838 57,806

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

57,806

0 0 361,430 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

64,391 505,386

Aの

財源

64,391 505,386

概　算

人件費

11.00 11.00 7.00 7.00

90,838

63,751 64,391 492,353

直接

・平成25年度開校：飯田ＯＩＤＥ長姫高等学校

・平成26年度開校：飯山２次統合校及び諏訪清陵高

等学校附属中学校

・平成27年度開校：須坂創成高等学校及び佐久平総

合技術高等学校

・平成28年度開校：大町岳陽高等学校（仮称）

505,386 492,353 35,951

・平成27年度に校舎等の改築を行う県立高等学校の

初度調弁整備（長野西、東御清翔、駒ケ根工業、飯

田、塩尻志学館）

－

63,751 44,459

4校

26年度26年度26年度26年度 27年度 成果目標の達成状況

項目

高校再編施設整備 達成

44,459

6校 6校

63,751

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

第１期長野県高等学校再編計画

課・室 高校教育課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail koko@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

長野県高等学校再編計画による再編統合に伴う必要な備品類の整備を行うことで教育環境の向上を図る。

・高校再編施設整備に伴う備品類の整備

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目

校舎等老朽改築に伴う初度

調弁整備

直接

校舎改築等施設整備

事業番号 14 03 06 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 初度調弁整備事業費初度調弁整備事業費初度調弁整備事業費初度調弁整備事業費
担

当

課

部局 教育委員会事務局

４　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 Ｈ18(Ｈ15) ～

県が関与

する理由

合計（A)

－1校 － －

当初予算

補正予算

63,751 64,391 143,956 44,459

・平成26年度に開校した飯山２次統合校及び諏訪清陵高等学校附属中学校の備品類の整備を行う。

・平成27年度に開校する須坂創成高等学校及び佐久平総合技術高等学校の備品類を整備する。

・平成28年度に開校する大町岳陽高等学校（仮称）の備品類を整備する。

・平成27年度に校舎等の改築を行う県立高等学校の備品類の整備を行う。

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

5校

5校

－ 8,508

合計 505,386 492,353 44,459

実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

高校再編施設整備に伴う初

度調弁整備


